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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】使用者の腰椎のサポートに十分であり、さらに
は遠赤外線発生部材が脱落や欠損等するおそれが少ない
、伸縮ベルトを提供する。
【解決手段】伸縮ベルトは、伸縮して腰部や腹部等に巻
き付けられる伸縮ベルトであって、第１の伸縮度を有す
る中央ベルト部と、中央ベルト部の両側に設けられ、第
１の伸縮度より伸縮度が大きい第２の伸縮度を有する両
側ベルト部１２と、を有し、中央ベルト部、および中央
ベルト部と両側ベルト部１２と境界には、その短手方向
に延び、使用者の腰椎を左右からサポートする複数の補
強骨部２ａ、２ｄが取り付けられているので、腰部にか
かる負担を軽減させるとともに、背筋の補助にも役立つ
等、使用者の腰椎を十分にサポートすることができる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　伸縮して腰部や腹部等に巻き付けられる伸縮ベルトであって、
　第１の伸縮度を有する中央ベルト部と、
　前記中央ベルト部の両側に設けられ、前記第１の伸縮度より伸縮度が大きい第２の伸縮
度を有する両側ベルト部と、を有し、
　前記中央ベルト部のほぼ中央、および前記中央ベルト部と両側ベルト部との境界には、
その短手方向に延び、使用者の腰椎をサポートする複数の補強骨部が取り付けられている
、伸縮ベルト。
【請求項２】
　請求項１記載の伸縮ベルトにおいて、
　前記中央ベルト部には、遠赤外線を発生する遠赤外線発生部材が設けられている一方、
　前記両側ベルト部には、遠赤外線を発生する遠赤外線発生部材が設けられていない、伸
縮ベルト。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、骨盤ベルトや腹巻（コルセット）等として腰部や腹部に巻かれる伸縮ベルト
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　骨盤ベルトや腹巻（コルセット）等として腰部や腹部に巻かれる伸縮ベルトとして、例
えば、着用者の腰部の周りに取り付けられるベルトの中央部内面に、遠赤外線発生部材が
取り付けられた腰部サポーターがある（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１９４１５０号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記伸縮ベルトでは、ソフトに構成されているため、腰椎のサポートには、不
十分である、という課題があった。
【０００５】
　また、遠赤外線発生部材を伸縮し易いベルトの中央部内面に単に取り付けたのでは、ベ
ルトの伸縮により、遠赤外線発生部材が脱落や欠損等するおそれがある、という課題もあ
った。
【０００６】
　そこで、本考案は、使用者の腰椎のサポートに十分であり、さらには遠赤外線発生部材
が脱落や欠損等するおそれが少ない、伸縮ベルトを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本考案の伸縮ベルトは、伸縮して腰部や腹部等に巻き付けら
れる伸縮ベルトであって、第１の伸縮度を有する中央ベルト部と、前記中央ベルト部の両
側に設けられ、前記第１の伸縮度より伸縮度が大きい第２の伸縮度を有する両側ベルト部
と、を有し、前記中央ベルト部のほぼ中央、および前記中央ベルト部と両側ベルト部との
境界には、その短手方向に延び、使用者の腰椎をサポートする複数の補強骨部が取り付け
られている、伸縮ベルトである。
　ここで、前記中央ベルト部には、遠赤外線を発生する遠赤外線発生部材が設けられてい
る一方、前記両側ベルト部には、遠赤外線を発生する遠赤外線発生部材が設けられていな
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い、伸縮ベルトにするのが望ましい。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案の伸縮ベルトは、伸縮して腰部や腹部等に巻き付けられる伸縮ベルトであって、
第１の伸縮度を有する中央ベルト部と、前記中央ベルト部の両側に設けられ、前記第１の
伸縮度より伸縮度が大きい第２の伸縮度を有する両側ベルト部と、を有し、前記中央ベル
ト部のほぼ中央、および前記中央ベルト部と両側ベルト部との境界には、その短手方向に
延び、使用者の腰椎をサポートする複数の補強骨部が取り付けられているので、使用者の
腰椎を十分にサポートすることができる。
　特に、前記中央ベルト部には、遠赤外線を発生する遠赤外線発生部材が設けられている
一方、前記両側ベルト部には、遠赤外線を発生する遠赤外線発生部材が設けられていない
ので、遠赤外線発生部材が脱落や欠損等するおそれを少なくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本考案の実施の形態１の伸縮ベルトの使用態様の一例を示す全体図である。
【図２】本考案の実施の形態１の伸縮ベルトの内側を示す全体図である。
【図３】本考案の実施の形態１の伸縮ベルトの表側を示す全体図である。
【図４】本考案の実施の形態１の伸縮ベルトの内側の両側ベルト部の一部を拡大して示す
拡大図である。
【図５】本考案の実施の形態１の伸縮ベルトの内側の中央ベルト部の一部を拡大して示す
拡大図である。
【図６】本考案の実施の形態１の伸縮ベルトの中央ベルト部の断面を拡大して示す断面拡
大図である。
【考案を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本考案の実施の形態１の伸縮ベルトについて説明する。
【００１１】
実施の形態１．
　図１は、本考案の実施の形態１の伸縮ベルトの使用態様の一例を示す全体図、図２は、
本考案の実施の形態１の伸縮ベルト１の内側を示す全体図、図３は、本考案の実施の形態
１の伸縮ベルトの表側を示す全体図、本考案の実施の形態１の伸縮ベルトの内側の両側ベ
ルト部の一部を拡大して示す拡大図、図５は、実施の形態１の伸縮ベルトの内側の中央ベ
ルト部の一部を拡大して示す拡大図、図６は、実施の形態１の伸縮ベルトの中央ベルト部
の断面を拡大して示す断面拡大図である。
【００１２】
　図１に示すように、実施の形態１の伸縮ベルト１は、伸縮して使用者の腰部や腹部等に
巻き付けられるもので、短手方向の幅が約１０ｃｍである一方、長手方向はおよそ腰部全
体をカバーする長さである。このため、腹の邪魔にならず、着脱も簡単である。なお、図
１（ａ）は、実施の形態１の伸縮ベルト１を巻いた時の腹側を示しており、伸縮ベルト１
の後述する両側ベルト部１２が見えている。また、図１（ｂ）は、実施の形態１の伸縮ベ
ルト１を巻いた時の腰側を示しており、伸縮ベルト１の後述する中央ベルト部１１が見え
ている。なお、図上、２ａ～２ｄは、後述する補強骨部である。
【００１３】
　そして、図２および図３に示すように、実施の形態１の伸縮ベルト１は、伸縮度の小さ
い第１の伸縮度を有する中央ベルト部１１と、第１の伸縮度より伸縮度が大きく伸縮し易
い第２の伸縮度を有し、中央ベルト部１１の両側に設けられた両側ベルト部１２とを有す
る。
【００１４】
　両側ベルト部１２には、図２および図３に示すように、それぞれの両端部に、伸縮して
使用者の腰部や腹部等に巻き付けられた際に、それぞれの両端部を留めるためのマジック



(4) JP 3155331 U 2009.11.12

10

20

30

40

50

テープ（登録商標）部１２ａ，１２ｂが設けられている。
【００１５】
　ここで、中央ベルト部１１および両側ベルト部１２は、図４に示すように、強固な縦糸
を並べた長手方向（横方向）への伸縮性および通気性に優れた第１のメッシュ生地１３に
、１．５ｍｍ程度の間隔を空けながら約６ｍｍ程の細幅の伸縮ゴム１４が短手方向（縦方
向）に並列に１３本並べて連結し、伸縮ベルト１全体の短手方向の幅を約１０ｃｍにして
いる。これにより、伸縮ベルト１全体が、とても伸縮性および通気性に優れている。
【００１６】
　その一方、中央ベルト部１１は、例えば、図５に示すように、第１のメッシュ生地１３
を構成する強固な縦糸より柔らで肌触りの良い糸により目が粗く編み込まれ、かつ、第１
のメッシュ生地１３および伸縮ゴム１４より長手方向（横方向）の伸縮度が小さい第２の
メッシュ生地１５が設けられている。
【００１７】
　そして、中央ベルト部１１の第２のメッシュ生地１５上には、直径４ｍｍ程の小円状の
遠赤外線発生部材１７が複数貼り付けられている。これにより、遠赤外線が腰の裏側およ
び横方向から均等に届くことになる。
【００１８】
　このため、中央ベルト部１１は、第１のメッシュ生地１３により並列に並べられた伸縮
ゴム１４と、遠赤外線発生部材１７が複数貼り付けられた第２のメッシュ生地１５とによ
り、伸縮度の小さい第１の伸縮度を有することになる一方、両側ベルト部１２は、第１の
メッシュ生地１３により並列に並べられた伸縮ゴム１４のみで、第２のメッシュ生地１５
がないので、第１の伸縮度より伸縮度が大きく伸縮し易い第２の伸縮度を有することにな
る。
【００１９】
　これにより、伸縮ベルト１を使用すると、使用者の腰側に来る中央ベルト部１１は、第
１の伸縮度により長手方向（横方向）には両側ベルト部１２より伸縮しない一方、使用者
の腹側には来る両側ベルト部１２は、第２の伸縮度により長手方向（横方向）に中央ベル
ト部１１より伸縮することになる。
【００２０】
　なお、中央ベルト部１１および両側ベルト部１２ともに、短手方向（縦方向）には、ほ
とんど伸びないように、第１のメッシュ生地１３や、第２のメッシュ生地１５が構成され
ている。
【００２１】
　また、遠赤外線発生部材１７は、両側ベルト部１２に設けられていない。これは、両側
ベルト部１２は、中央ベルト部１１の第１伸縮度より伸縮度が大きい、すなわち良く伸縮
する第２の伸縮度を有するので、伸縮ベルト１の着脱により伸縮を繰り返すうちに遠赤外
線発生部材１７が脱落する可能性が高いからである。
【００２２】
　そして、本実施の形態１では、中央ベルト部１１には、両側の両側ベルト部１２との境
界（接続）部分と、中央の２か所に、図上垂直方向であるその短手方向に延びるプラスチ
ック製などの硬質樹脂製の複数（本実施の形態では、例えば４本）のサポート片（ハード
ボーン）２１ａ～２１ｄを第１のメッシュ生地１３および第２のメッシュ生地１５より厚
手でほぼ伸縮性のない厚手生地２２ａ～２２ｄにより被覆した補強骨部２ａ～２ｄを、第
１のメッシュ生地１３と、伸縮ゴム１４と、第２のメッシュ生地１５に縫い付けて取り付
けられている。もちろん、補強骨部２ａ～２ｄの数は、一例であり、３本以下でも、５本
以上でも勿論よい。
【００２３】
　また、その複数の補強骨部２ａ～２ｄの裏側、つまり使用者が巻いた時に体に当たる内
側には、厚手生地２２ａ～２２ｄ上にゴム等の滑り止め部２３ａ～２３ｄが取り付けられ
ている。
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【００２４】
　これにより、伸縮ベルト１を使用者の腰等に巻いて体を動かしても、伸縮ベルト１がず
れることを効果的に防止することができる。
【００２５】
　また、図１に示すように、伸縮ベルト１を使用者の腰等に巻くと、この４本の補強骨部
２ａ～２ｄのうち、両端の補強骨部２１ａ，２１ｄは、ちょうど使用者の両側の腰の位置
に来る一方、中央の補強骨部２１ｂ，２１ｃは、ちょうど腰椎を両側から挟む位置にくる
。
【００２６】
　これにより、この４本の補強骨部２ａ～２ｄが、使用者の腰椎を左右からサポートする
ので、腰部にかかる負担を軽減させるとともに、背筋の補助にも役立つ。
【００２７】
　特に、図６に示すように、補強骨部２ａ～２ｄの中に挿入されるプラスチック製などの
硬質樹脂製のサポート片（ハードボーン）２１ａ～２１ｄは、伸縮ベルト１の表側、すな
わち体に密着しない側に設けられているので、伸縮ベルト１が使用者の腰等に巻かれた場
合でも、サポート片（ハードボーン）２１ａ～２１ｄは、第１のメッシュ生地１３や伸縮
ゴム１４、厚手生地２２ａ～２２ｄ、滑り止め部２３ａ～２３ｄを介して腰等に当たるこ
とになり、腰椎等をソフトにサポートすることができる。
【００２８】
　また、両端の補強骨部２１ａ，２１ｄは、中央ベルト部１１と両側ベルト部１２との境
界部分、すなわち第１のメッシュ生地１３および伸縮ゴム１４に対する第２のメッシュ生
地１５の接続部分に縫い付けられているので、赤外線発生部材１７が多数貼り付けられて
いる第２のメッシュ生地１５が第１のメッシュ生地１３および伸縮ゴム１４から脱落する
ことを防止することができる。
【００２９】
　従って、本実施の形態１の伸縮ベルト１は、第１の伸縮度を有する中央ベルト部１１と
、中央ベルト部１１の両側に設けられ、第１の伸縮度より伸縮度が大きい第２の伸縮度を
有する両側ベルト部１２と、を有し、中央ベルト部１１、および中央ベルト部１１と両側
ベルト部１２と境界には、その短手方向に延び、使用者の腰椎を左右からサポートする複
数の補強骨部２ａ～２ｄが取り付けられているので、腰部にかかる負担を軽減させるとと
もに、背筋の補助にも役立つ等、使用者の腰椎を十分にサポートすることができる。その
結果、本実施の形態１の伸縮ベルトは、細身のコルセットや骨盤ベルトなどとして様々な
使い方が可能である。
【００３０】
　特に、本実施の形態１の伸縮ベルト１は、遠赤外線を発生する遠赤外線発生部材１７が
伸びの少ない中央ベルト部１１に設けられている一方、伸びが大きい両側ベルト部１２に
は、遠赤外線を発生する遠赤外線発生部材１７が設けられていないので、遠赤外線発生部
材１７が脱落や欠損等するおそれを少なくすることができる。
【符号の説明】
【００３１】
　１　伸縮ベルト
　１１　中央ベルト部
　１２　両側ベルト部
　１３　第１のメッシュ生地
　１４　伸縮ゴム
　１５　第２のメッシュ生地
　１７　遠赤外線発生部材
　２ａ～２ｄ　補強骨部
　２１ａ～２１ｄ　サポート片（ハードボーン）
　２２ａ～２２ｄ　厚手生地
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　２３ａ～２３ｄ　滑り止め部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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